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スライド３
「天草教育事務所取組の方向」の中で、道徳科の授業づくりと関連するものは、大き
く３つ。１つ目が学力向上の１つの項目である「子供たちの『学び』の視点からの授
業構想及び授業研究の推進」、
２つ目が道徳教育の「授業力向上手引き書を生かした道徳科授業の充実」そして、
３つ目が「評価方法の工夫・改善」。
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スライド４ 「子供たちの『学び』の視点からの授業構想及び授業研究の推進」につ
いて、本県が掲げる「熊本の学び」では、「問いを発し、課題に主体的に立ち向かい、
学びを深める子供」を実現する授業づくりを目指している。そのためには、子供の学
ぶ意欲を高め、基礎的・基本的な知識や技能を身に付けることを徹底し、「主体的な
学び」の基盤づくりを進めていくことが大切。
そこで大切になるのが「学びの視点」の転換。これまでの授業は、主に教師の側、教
える視点で構成されてきた。児童生徒に望ましいと思われる分かりきったことを言わ
せたり書かせたりする授業になっている、いわゆる「押しつけ道徳」読み物の登場人
物の心情理解に偏った、形式的な指導が行われる、いわゆる「読み取り道徳」「伝え
る」「教師がしゃべり過ぎる」という教師中心の伝達型の指導からの脱却が、道徳科
の実践に向けての課題とされてきた。「熊本の学び」では、子供の学びに視点を転換
し、「子供たち、学びの側」から考え、子供たち一人一人の学びを十分に理解するこ
とを大切にしている。
つまり、道徳科においても、教師中心の教える視点を、子供たちの学びの視点へと転
換して、授業構想をしていく必要がある。子供たちの学びの視点から授業を構想して
いくうえで、道徳科の授業づくりの軸となる考え方が「考え、議論する道徳」この「考
え、議論する道徳」は、発達段階に応じ、答えが一つではない道徳的な課題を一人
一人の子供たちが自分自身の課題と捉え、向き合うというもの。このように、天草教
育事務所取組の方向では、道徳科においても、子供たちの「学び」の視点からの授
業構想を目指している。
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スライド５ 次に、「授業力向上手引き書を生かした道徳科授業の充実」、「評価方法
の工夫・改善」について。
熊本県教育委員会では、「考え、議論する道徳」の実現に向けて、令和５年３月に
「道徳科授業力向上手引書」を作成し、各学校に配付。県のホームページにも掲載。
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スライド６
手引書の１ページ。道徳科の目標が示されている。道徳性を養うことが道徳科の
目標。



スライド７
そして、この手引書の１ページには、道徳科の授業づくりの手順が示されている。授業づく
りの時には、このお団子をイメージしてほしい。串にさされたお団子は、たいてい一番上か
ら食べていくもの。
道徳の授業づくりも、まず、内容項目や道徳的価値の確認。次に指導の要点等をもとにし
た児童生徒の実態把握。そして最後に教材の活用。この手順を大切に。
この順番で授業づくりを行うことで、道徳科の指導のねらいが明確になる。これが、「こん
なことを考えさせたい、こんなことに気付いてほしい・・・」という教師の指導の明確な意図
になる。



スライド８
内容項目は・・・児童生徒にとって自らが道徳性を養うための手掛かり。教師にとって
道徳性を養うための手掛かりと同時に授業づくりの手掛かり。まずは、学習指導要領
解説を読むことから。



スライド９
手引き書２ページ。まず学習指導要領解説の内容項目のページで道徳的価値を確認。次に
内容項目の概要や指導の要点を読む。そして、指導の要点をもとに児童生徒のよさや課題
を確認し、本時で考えさせたいことを決めていく。学習指導要領解説の内容項目のページは、
このように見開き２ページでこのように構成されている。活用を。



スライド１０
「内容項目」について確認。例えば、学習指導要領４０ページにこのように記載されている。
この場合の「親切、思いやり」は、「内容項目」ではない。学習指導要領解説２５ページ
（中学校は２７ページ）に「内容の記述に当たっては、その内容項目を概観するとともに、
内容項目の全体像を把握することにも資するよう、その内容を端的に表す言葉を付記し
たものを見出しにして、内容項目ごとの概要、学年段階ごとの指導の要点を示してい
る。」と記されている。「内容項目」の捉え方の確認を。



スライド１１
これは、授業づくりステップシート。内容項目を確認し、児童生徒の実態をもとに本時
で考えさせたいことが決まったら、教材の活用。
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スライド１２
お団子の３つ目、教材の活用について。教材を吟味し、本時のねらいを決める。次に
中心的な発問から考え、その中心的な発問を生かすためにその前後の発問を考え
る。
そして、導入、終末を考えていく。
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スライド１３
評価方法の工夫・改善について。「特別の教科 道徳」の時間は、「道徳的諸価値について理解す
る」時間。また、「自己を見つめる」時間。さらに、「物事を多角的・多面的に考える」時間。そして、
「自己の生き方についての考えを深める」時間。このような学習を通して、道徳性を養うことが道徳
科の目標。言い換えれば、道徳科の学習がこのように成り立っていないと、評価もできないというこ
とになる。
このような道徳科の学習を行い、その学習活動で見られる子供たちの学びの姿に着目して評価を
行う。道徳性に係る成長の様子を、大くくりなまとまりを踏まえた個人内評価を行うことが求められ
る。
評価方法の工夫・改善については、道徳科授業力向上手引き書を参考に。



スライド１４
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